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研究成果の概要（和文）：本研究が明らかにしたものは、その変容体験そのものは「かすかな移行」であり、存
在の根本的な変容や思考の根本的な発展などではないということである。カタルシス体験のような一瞬の高揚は
現実を大きく変更したように体験されるが、一方でその内実は発散的な作用にとどまる。しかし、ここで明らか
になった変容体験は、高揚は伴わず、何かが大きく変わったとの自意識も生み出さない。それでいてその体験を
経ることによって、客観的にはその体験者の生活が変わり、症状は消えはしないものの、もはや苦しい異物では
なく、その者自身の個性のようになる。そのような｢かすかな移行｣体験が、変容体験の本質であることが本研究
から明らかになった。

研究成果の概要（英文）：This study examines the reformation of consciousness, based on comparison 
between theatrical experiences and clinical psychotherapy. The issue of psychotherapeutic and 
theatrical transformation is neither an elimination of symptoms nor a metamorphosis to a completely 
new life nor catharsis. In the psychotherapy and theater the basis of existence continues always 
unchanged, but the door to another mode of existence opens. The depth psychological psychotherapy 
connects the old mode to the new modes of existence with an invisible umbilical code (vinculum). 
Through this code we get the possibility to the diversity of existence. The subtle transition to the
 diversity of existence we can call transformation of psychotherapy. From the life, dreams and 
sandplay of the epileptic adolescent the psychotherapeutic contradictory abundant coniunctio is 
revealed. 

研究分野： 臨床心理学、演劇学
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１．研究開始当初の背景 
 従来の演劇と心理学の先行研究は｢カタル
シス論｣と「心理劇の研究」に偏っていた。
演劇研究における心理分析は古典的な精神
分析を演劇研究者が援用したものが多く、多
くは抑圧とその解放とカタルシスという定
式の外には出ていなかった。また逆に、心理
学者が演劇研究を行う場合には、グループワ
ークで心理劇を実践しグループ体験に演劇
理論を援用する古典的な劇作論に基づくも
のが多かった。 
 しかし、ポストドラマ理論を展開したドイ
ツの演劇学者 H.T.レーマンの研究や、ユング
心理学や対象関係論などの心理療法の現実
体験における多様性の研究を鑑みれば、この
両分野の実践的かつ理論的交流に基づいた
研究が立ち遅れており、本来的な交流研究が
欠けていたのは明らかであった。両分野を視
野に入れた研究は、わずかに医療人類学や民
俗学的な儀礼分析に取り上げられているだ
けであった。 
 そもそも演劇の本質は、舞台上に仮想の現
実を再現することにあるわけではない。演劇
は、現実を再提示するためのメディアではな
く、むしろ現実を〈本来の現実の強度〉を持
って体験する枠組みの提案であり、現実を体
験するための方法論であり、その実践である。
そのため、現実の再現性を職人的に高めた役
者中心の舞台芸術から、どのような素人でも
演出次第によって演劇的現実を構成できる
という演出中心的な舞台芸術へと現代の趨
勢が変化してきている。 
 また、深層心理学を中心とした臨床心理学
では、当初自我に対して侵入的である無意識
からの欲望を自我がどのように統合しコン
トロールするのかが課題とされた。演劇との
関連で言えば、欲望を仮想現実の中で昇華さ
せ、昇華という防衛機能によって観客にカタ
ルシスがもたらされることにより、過度のス
トレスや過度の欲望が発散され、自我のまと
まりを高めていくという理解があてはめら
れた。しかし、深層心理学の研究が進むに連
れ、自我の強化が根本的なテーマではなくな
り、むしろ科学的で客観的な現実社会を生き
ると共に、それとは一致しない心的現実をい
かに自分の現実としてとらえ、しかもそれら
を解離させてしまうことなく生きることが
できるのかが心理学の課題となってきてい
る。すなわち、欲望を昇華させたり抑圧した
りせず、多様な現実を多様なままに捕らえ、
その多様な現実体験が成立するための心理
的な基盤ができていくことが治療的だと考
えられるようになったと言える。 
 そのような演劇と心理学の現代の課題を
現実体験とその変容に注目して実践的かつ
理論的研究していくことが必要とされた。 
 
２．研究の目的 
 研究の目的は、第一に演劇的な現実体験を
通じて、人々の現実意識がどのように変容す

るのかを深層心理学的な観点から研究する
と共に、演劇的な芸術体験と心理臨床におけ
る治療体験が、現実意識と現実体験の変容と
いう観点において酷似していることを明ら
かにし、この現実体験の方法論を抽出するこ
とにある。第二に、その現実体験の変容が心
理治療に有益であることを確認しつつ、その
方法論を洗練し、演劇体験や心理療法体験が
カタルシス的な発散ではなく、〈現実体験と
その変容〉という面においてこそ有用である
ことを示す。結果として、現実体験に多層性
をもたらす舞台芸術の心理治療的側面と、心
理臨床の芸術的な側面を相互に明らかに、そ
の両分野に対して相互発展の提言し、現実体
験様式の新たな発信することを目的として
いる。 
 
３．研究の方法 
 本研究は三年計画で実行された。初年度は、
演劇体験の調査を主とし、観客へのインタビ
ューおよび質問紙による調査を実施し、現実
体験の変容を調査した。また、研究者が観劇
を通じて、その体験を質的に調査し、批評的
に言語化した。二年目は、演劇の現実体験様
式の結果を元に、心理療法場面に演劇的現実
体験の方法を導入し、研究者が個々に夢分析
や箱庭療法の実践を試み、相互フィードバッ
クを繰り返しながら、クライアントの体験す
る現実の変容を事例の研究を通じて明らか
にしていった。最終年度は、二つの領域にお
いて、インタビュー調査・質問調査・事例研
究を展開し、それを学会発表と論文において
世に問うた。 
 
４．研究成果 
  まず秋田や前橋における演劇実践とその
フィードバックから出たが集積され鑑賞者
の現実体験が分析された。結果として、文章
表現や映像表現、そしてシンポジウムでの口
頭表現を演劇的な手法で提示することによ
って、鑑賞者は情報を一元的に受動的に受け
取ることから離れ、情報ではなく鑑賞者自身
が関わっている主体的な現実であると理解
し、ある種の出来事に自分自身が関与しなが
ら、それを観察し理解するという意識性に変
容していくことが明らかになった。 
 こうして演劇的な現実体験を通じて生じ
る事象は、カタルシス体験や仮想現実体験で
はないことがあらためて確認されると同時
に、演劇は私たちが日常的に体験していると
感じている身近な現実をその本来の強度に
おいて再体験させるメディアであることが
明らかになった。日常的な現実はすでにカテ
ゴリー化された概念で把握され、出来事の本
来の強度から切り離され加工されている。わ
れわれの意識は、むしろ日常において現実を
遠ざけ、舞台の上に乗せて眺める方法をアプ
リオリに身につけている。つまり、演劇的現
実体験は一般的に考えられているのとは逆
に現実を舞台から引きずり下ろしてわれわ



れの目の前に据える役割を果たしている。演
劇は、思想や理論の提示ではなく、あくまで
もわれわれ自身の現実を本来の強度に戻し
て体験させる現実体験であることがあきら
かになった。 
 また、その現実体験様式は、心理臨床にお
いて神経症や人格障害を患っているクライ
アントが体験している様式と酷似している
ことも明らかになった。すなわちクライエン
トは、本人が意図していないままに現実をそ
の本来の強度において体験せざるをえない
心的状況に曝され、その局面においてやまい
に直面しているのである。それは、演劇体験
との比較で喩えていえば、演出家の導き手の
ない状態で現実体験が始まってしまい、始ま
りと終わりの見えない舞台に巻き込まれて
しまった状態であるとも言える。 
 心理療法そのものでの現実変容体験につ
いての研究も同時に進められていった。具体
的には、てんかんの青年との心理療法過程を
通じて、心理療法における変容とは何かとい
う問題が検討された。いわゆる医学的にてん
かんの大発作を除去できたとしても、てんか
ん気質は遷延することが多く、症状の除去で
心理療法が完結するわけではない。つまりて
んかんの心理療法における変容は症状の除
去を問題にするのではない。また一方で心理
療法的な変容は全く新たな人生を提供する
変身でもない。てんかんの心理療法事例を検
討する中で、課題は、今ある存在基盤をその
ままに継続しながら、別の存在様式へとかす
かな扉を開くことであることが明確になっ
ていった。いままでとこれからの二つの様式
が目に映ることのない臍帯によってむすば
れ、存在がこれからの多様性に開かれていく。
その「かすかな移行」が変容と呼ばれ得る。
てんかん者である青年の姿とその夢と箱庭
から、矛盾を孕みながらも豊かな心理療法的
な結合状態が浮かび上がってくることが研
究論文として示された。 
 このような研究の進展を受けて、心理療法
と演劇の現実変容体験が次のように整理し
て考えられることとなった。すなわち、心理
療法において必要とされることは、まずは本
来の強度を持った現実体験にさらされるの
ではなく、その体験の筋道が発見され、体験
の始演と終演が見いだされ、最終的にはその
現実体験を通じて、意識と現実の捉え方その
ものが変容していくことである。また逆に、
演劇において必要とされるものは、現実を本
来の強度において提示するだけではなく、心
理療法的な治癒体験と酷似したものが起き
ることを承知した上で、クライエント同様に
現実に曝されていく「病理化」のプロセスを
歩み、そのうえで現実の変容へとたどり着く
ことである。 
 そして、演劇的現実体験と心理臨床的現実
体験の調査研究によって最終的に本研究が
明らかにしたものは、その変容体験そのもの
は、極めて「かすかな移行」であり、存在の

根本的な変容や思考の根本的な発展などで
はないということである。カタルシス体験の
ような一瞬の高揚は、現実を大きく変更した
ように体験される。一方でその内実は発散的
な作用にとどまる。しかし、ここで明らかに
なった変容体験は、そのような高揚は伴わず、
何かが大きく変わったとの自意識も生み出
さない。しかし、それでいてその体験を経る
ことによって、客観的にはその体験者の生活
が変わり、現実を体験する様式が変わる。自
己を苦しめる症状は消えはしないものの、も
はや苦しい異物ではなく、その者自身の個性
のように携えていけるものとなる。 
 それは現実と非現実が接触することによ
って生じてくる現実の多様化であるとも言
える。その際の多様な現実はヴァーチャルで
幻惑的なものではなく、むしろ一面的であっ
た現実に分裂を生み出し、それでいてその分
裂を病理的に絶対化することなく、むしろい
くつもの現実が分離しながら結びあわされ
ていくという複合的な現実の成立につなが
る。それは結合と分離の両面を持ち続けるこ
とである。これは C.G.ユングのいう「錬金術
の vinculum（臍帯）」という心理療法の重要
な概念にも近似してくる。錬金術の臍帯は、
実際に存在するつながりではなく、媒介的な
何かでもない。異質なものの結合と分離を結
合しているものであり、結合と分離の同時性
の表れである。それは私たちの言語記号にあ
るスラッシュに似て、二つの言葉をつなげな
がら分けるものである。二つのものから第三
のものが生まれるような壮大な変容ではな
い。しかし、変容は生じ、多様性を迎え入れ、
存在を基礎づけ、二つの現実が臍帯でつなが
りながら分かれているような変容がある。変
容とはすなわち根本的な現実の変化ではな
く、ある現実が別の現実へと接続していくこ
とにより生じる存在の変容であり、現実の多
様性が動き始める局面のことである。それが
「かすかな移行」である。 
 このような｢かすかな移行｣体験が、変容体
験の本質であることが、本研究から明らかに
なったといえる。 
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